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最終処分場

家庭から出るごみの行方とリサイクルプラザの役割

可燃物・不燃物・
鉄（スチール）・アルミに
分けます。

缶・瓶・ペットボトル・白色
トレイは異物を取り除き
ます。

使い終わった乾電池や蛍光灯を
回収します。

新たに再生された製品は、再び
私たちの暮らしの中で使用されます。

清掃工場で回収します。 回収したごみや可燃物を
燃やします。

アルミ・鉄・缶・瓶・ペット
ボトル・白色トレイなどは、
ここで再生品に生まれ
かわります。

リサ
イクルプラザ

不
燃
物

資
源
物

不燃ごみ
不燃性粗大ごみ

資源ごみ

有害ごみ

再生品

可燃ごみ
可燃性粗大ごみ

清掃工場

民間再生工場
（メーカー）

燃やしたり、再利用できない
ごみは最終処分場で
埋め立て処分します。

市
の
リ
サ
イ
ク
ル
基
地

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
さ
い
せ
い
館
」

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
さ
い
せ
い
館
」

は
、
資
源
循
環
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設
を
目
指
し
て
、
平
成
17
年
に
開
設

し
た
本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
拠
点

施
設
で
す
。
こ
の
施
設
は
、
次
の
２
つ

の
役
割
を
持
つ
施
設
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
棟

家
庭
な
ど
か
ら
出
た
不
燃
ご
み
や
、

不
燃
性
粗
大
ご
み
を
選
別
し
て
、
小
さ

く
砕
く
処
理
を
行
っ
た
り
、
空
き
缶
や

瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
資
源
化
の
た

め
の
中
間
処
理
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
処
理
さ
れ
た
資
源
ご
み
は
、
民
間

の
再
生
工
場
に
送
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
選
別
さ
れ
た
後
、
再
利
用
で

き
な
い
ご
み
は
、
最
終
処
分
場
で
埋
立

て
処
分
し
ま
す
。

●
さ
い
せ
い
館

リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の
減
量
方
法
に

つ
い
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
体

験
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
進
め
る
た
め
に

家
庭
な
ど
か
ら
出
る
燃
や
せ
な
い
ご

み
の
中
に
は
、
缶
や
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
資
源
ご
み
が
混
在
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
進
め
る
た
め
に

も
、
家
庭
で
の
ご
み
の
分
別
と
、
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
資
源
ご
み

持
ち
込
み
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る

リ
サ
イ
ク
ル市では、市民の皆さんの理解と協力の下、限りある資源を守り豊かな自然環境を

未来の子どもたちにつなげるため、ごみの減量化や資源ごみの再利用に積極的に
取り組んでいます。今回の特集では、市のリサイクルの基盤ともいえるリサイク
ルプラザと都城市環境美化の日について紹介します。

◎問い合わせ　環境政策課　☎23－2130
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体
験
し
て
学
べ
る「

さ
い
せ
い
館
」

「
さ
い
せ
い
館
」
で
は
、施
設
見
学
や

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
ご
み
処

理
の
現
状
や
施
設
の
役
割
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
見
学
と

体
験
工
房
の
利

用
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に

「
さ
い
せ
い
館
」

へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
利
用
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

◎
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
、
そ
の
翌
日
）と
第
３
日
曜
日
、

年
末
年
始

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
さ
い
せ
い
館
」　

☎
36

－

３
９
０
０

●
学
習
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
や
地
球
環
境
に

関
連
し
た
書
籍
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
閲
覧
し

た
り
、
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
た
り
し

て
、
環
境
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
施
設
見
学
（
無
料
）

施
設
の
概
要
や

資
源
ご
み
に
ち
な

ん
だ
内
容
を
紹
介

す
る
映
像
を
見
た

後
、
ご
み
の
搬
入

か
ら
選
別
ま
で
の

処
理
風
景
を
、
行

程
順
に
見
学
で
き

ま
す
。

●
体
験
工
房
（
無
料
）

牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
利
用
し
た
「
紙

す
き
」
や
、
砂
で

ガ
ラ
ス
に
文
字
や

模
様
な
ど
を
描
く

「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス

ト
」、不
要
に
な
っ

た
紙
で
つ
く
る
植

木
鉢
「
エ
コ
ポ
ッ

ト
」
の
制
作
を
体

験
で
き
ま
す
。

●
再
生
品
の
展
示
・
販
売

不
要
に
な
っ
た
家
具
や
自
転
車
、
雑

貨
な
ど
を
修
理
・

再
生
し
て
、
展
示

販
売
し
て
い
ま

す
。
気
に
入
っ
た

再
生
品
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
場
で

安
価
に
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

市
で
は
、
環
境
保
全
と
公
衆
衛
生
の

向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
７
月
の
第
４

日
曜
日
を
「
都
城
市
環
境
美
化
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し

て
清
掃
や
緑
化
な
ど
の
地
域
環
境
美
化

を
行
い
、
明
る
く
、
美
し
く
、
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
実
施
日　

７
月
27
日
㈰

●
対
象　

全
て
の
市
民

①
公
民
館
に
加
入
し
て
い
る
人　

清
掃

す
る
場
所
や
開
始
時
間
な
ど
、
加
入

し
て
い
る
公
民
館
の
計
画
に
従
っ
て

く
だ
さ
い

※
公
民
館
に
よ
っ
て
は
、
実
施
日
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

②
公
民
館
に
未
加
入
の
人　

何
ら
か
の

理
由
で
公
民
館
に
未
加
入
の
人
は
、

自
宅
の
敷
地
内
や
周
辺
道
路
な
ど
の

清
掃
に
協
力
く
だ
さ
い

●
注
意
事
項

①
作
業
の
際
は
、
け
が
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
刈
払
機
な
ど
を
使
用
す

る
と
き
は
、
周
囲
に
人
が
い
な
い
か

配
慮
し
ま
し
ょ
う

②
ご
み
を
持
ち
出
す
前
に
、
き
ち
ん
と

分
別
し
て
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

③
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
大

切
な
資
源
で
す
。
回
収
し
て
再
資
源

化
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

④
家
庭
内
か
ら
発
生
し
た
ご
み（
雑
草
、

雑
木
含
む
）
は
、
当
日
、
搬
入
先
の

処
分
場
へ
は
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

●
小
・
中
学
生
も
参
加

環
境
美
化
活
動
を
通
し
て
世
代
を
越

え
た
交
流
を
図
る
た
め
、
小
・
中
学
生

の
積
極
的
な
参
加
を
求
め
、
地
域
の
連

帯
感
を
高
め
ま
し
ょ
う

●
自
主
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す

「
都
城
市
環
境
美
化
の
日
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
、

自
ら
の
手
で
き
れ
い
に
し
て
い
く
取
り

組
み
で
す
。全
て
の
市
民
の
力
で「
ず
っ

と
暮
ら
し
た
い
都
城
」
の

実
現
の
た
め
、

「
都
城
市
環
境

美
化
の
日
」
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い

　
都

み
や
こ
ん
じ
ょ城
」

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

都
城
市
環
境
美
化
の
日
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今
回
の
特
集
で
は
、
彼
の
生
い
立
ち
や

業
績
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
富
松
良

夫
の
業
績
を
顕
彰
す
る
創
作
詩
コ
ン
ク

ー
ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

　

富
松
良
夫
は
、
幼
い
頃
に
病
気
で
障

が
い
を
負
い
な
が
ら
も
、
多
く
の
感
性

豊
か
な
詩
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

生
い
立
ち
や
信
仰
心
、作
風
か
ら「
南

の
宮
沢
賢
治
」
と
称
さ
れ
、
郷
土
の
自

然
に
根
付
い
た
テ
ー
マ
性
か
ら
「
霧
島

で
、
水
曜
日
に
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て

通
勤
す
る
場
合
に
、
そ
の
運
賃
が
半
額

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
エ
コ

通
勤
割
引
パ
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

人
と
ま
ち
を
結
ぶ

　
　

地
域
公
共
交
通

「
富
松
良
夫
賞
」

創
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル

富
松
良
夫
の
業
績
を
顕
彰
し
、
創
作
詩

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

【
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部
】

宮
崎
県
民
お
よ
び
曽
於
市
内
在
住
の
人

【
児
童
生
徒
の
部
】

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
小
・
中
学
生

●
テ
ー
マ　

自
由

●
提
出
様
式　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
以
内
で
、
１
人
１
点

●
提
出
方
法　

９
月
７
日
㈰
ま
で
に
住

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
市
立
図
書
館
（
〒
885

－

０
０
７
３　

姫
城
町
７

－

22
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。入
賞
・

入
選
作
品
の
著
作
権
、
版
権
は
市
立

図
書
館
に
帰
属
し
ま
す

車
の
普
及
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
路
線
バ
ス
や
電
車
の
利
用
者
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に

利
用
者
が
減
少
す
れ
ば
、通
勤
や
通
学
、

通
院
な
ど
の
日
常
生
活
を
支
え
る
公
共

交
通
が
減
便
し
た
り
廃
止
と
な
っ
た
り

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
や
電
車
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
公

共
交
通
機
関
を
守
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

路
線
の
維
持
・
確
保
や
環
境
負
荷
の
軽

減
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

環
境
に
優
し
い
鉄
道
交
通

　

環
境
に
対
す
る
負
荷
は
交
通
機
関
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
輸
送
に
か
か
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、
鉄
道
と
比
べ

る
と
、
バ
ス
は
約
２
・
７
倍
、
自
家
用

車
は
約
９
倍
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
鉄
道
は
環
境
に
優
し
い
交
通

機
関
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

エ
コ
通
勤
割
引
制
度

　

車
や
バ
イ
ク
で
通
勤
す
る
人
が
対
象

エコ通勤割引パスの取得方法

宮崎交通㈱
三州自動車㈱
㈲高崎観光バス

運賃の割引
※大人料金の半額

み
や
ざ
き
エ
コ
通
勤
割
引
利
用

推
進
協
議
会
事
務
局

（
宮
崎
県
総
合
交
通
課
内
）

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
０
３
７

❶割引パスの
申請

❷割引パスの
発行

❸路線バスで
通勤

利用者

※毎週水曜日が
　割引対象

バス事業者

霧
島
の
詩
人

　
　
富
松
良
夫の

詩
人
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
詩
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
や

美
術
、
音
楽
な
ど
の
評
論
、
ラ
ジ
オ
劇

の
脚
本
を
手
掛
け
た
こ
と
か
ら
、
良
夫

の
周
り
に
は
人
々
が
集
ま
り
、
都
城
の

文
芸
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

そ
の
業
績
か
ら
、
良
夫
は
多
く
の
学

校
か
ら
校
歌
の
作
詞
を
依
頼
さ
れ
、
大

王
小
、
今
町
小
、
高
崎
麓
小
、
姫
城
中
、

妻
ケ
丘
中
、
祝
吉
中
、
庄
内
中
、
志
和

池
中
、
中
郷
中
、
山
田
中
、
高
崎
中
な

ど
の
校
歌
を
作
詞
し
ま
し
た
。
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政
治
家
か
ら
の
寄
付
は
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

政
治
家
や
こ
れ
か
ら
政
治
家
に
な
ろ
う

と
す
る
人
が
、
選
挙
区
内
の
人
に
お
金

や
物
を
贈
る
こ
と
は
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
寄
付
を
求
め
た
り
、
受
け

取
っ
た
り
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
寄
付

禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
く
き

れ
い
な
選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
23

－

７
８
６
４

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

は
、
国
内
有
数
の
農
業
生
産
地
で
あ
る

当
圏
域
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
場

産
品
の
販
路
開
拓
や
商
品
の
開
発
、
異

業
種
間
の
事
業
者
の
交
流
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
38

－

４
５
６
１

　

販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト

首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
へ
の

出
展
や
、
県
外
の
飲
食
店
に
都
城
の
食

材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
て
も

ら
う
な
ど
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

販
路
拡
大
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
展
示
会
で
得
た
消
費
地
の

ニ
ー
ズ
を
会
員
へ
伝
え
る
な
ど
、
商
品

開
発
に
つ
な
が
る
よ
う
な
情
報
提
供
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

即
売
会
な
ど
の

　

場
を
提
供

商
品
即
売
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
展

示
場
や
、
会
議
室
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。新
規
の
利
用
者
に
向
け
て
、

使
用
料
の
一
部
を
無
料
に
す
る
な
ど
利

用
し
や
す
い
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

産
業
間
の
交
流
を
サ
ポ
ー
ト

商
工
業
者
と

農
業
者
と
の
交

流
の
場
を
設
け

て
、
圏
域
内
で

の
農
商
工
連
携

の
推
進
も
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

会
員
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
事
業
の

他
に
も
、
道
の
駅
「
都
城
」
で
商
品
を

販
売
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

●
対
象
者　

農
業
生
産
者
、
企
業
な
ど

●
入
会
金　

２
０
、０
０
０
円
〜

※
従
業
員
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

野
菜
な
ど
の
販
売
の
み
の
場
合
は
不

要
。
た
だ
し
、
別
途
手
数
料
が
必
要

「
三
な
い
運
動
」
を
守
り
ま
し
ょ
う

政
治
家
と
有
権
者
と
の
つ
な
が
り
は

大
切
で
す
が
、
相
手
の
立
場
を
理
解
し
、

次
の「
三
な
い
運
動
」の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

※祝電や弔電については、寄付ではないため違反に
はなりませんが、内容によっては事前運動とみなされ
る場合があります。都城市議会では、虚礼廃止の申
し合わせをしています

お中元・お歳暮

秘書などが
代理で出席
する場合の
葬式の香典
や結婚祝い

葬式の花輪・
供花

入院見舞い

入学祝い・卒業祝い

祭りや町内
会の集会、
旅行などの
催し物への
寸志や飲食
物の差し入
れ

このような寄付が禁止されています

弔

○
○
○
○

敬 供
寸
志

お
見
舞
い

農業者との交流会

首都圏で活躍している宮崎県出身
の料理人たちが集う会で、都城産
食材のＰＲ。（平成26年３月）

都
城
の
地
場
産
業
を
応
援
し
ま
す
！

①
政
治
家
は
有
権
者
に「
贈
ら
な
い
」

②
有
権
者
は
政
治
家
に「
求
め
な
い
」

③
寄
付
は
絶
対
に「
受
け
取
ら
な
い
」
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国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
と
き

は
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

国
保
は
、健
康
保
険
制
度
の
一
つ
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
職
場
の
健
康

保
険
（
社
会
保
険
な
ど
）
に
加
入
し
て

い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

を
除
き
、
全
て
の
人
が
加
入
す
る
保
険

制
度
で
す
。

国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る
場
合

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
に
該
当

す
る
場
合
は
、
14
日
以
内
に
保
険
年
金

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
の
市
民
生
活

課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
証
が
な

い
た
め
、
そ
の
間
の
医
療
費
が
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の

医
療
保
険
に
入
っ
た
と
き
に
脱
退
の
届

け
出
を
し
な
い
と
、
保
険
税
を
二
重
に

支
払
う
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
り
、
世
帯

主
が
変
わ
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
も
届

け
出
が
必
要
で
す
。

保
険
税
の
仕
組
み

そ
の
年
度
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か

ら
、
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金

と
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差
し
引
い

た
額
が
保
険
税
の
総
額
で
す
。

こ
れ
を
世
帯
ご
と
の
加
入
者
数
や
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
公
平
な
負
担
に
な

る
よ
う
に
保
険
税
を
算
出
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
税
は
届
け
出
を
し
た
月

で
は
な
く
、
国
保
の
被
保
険
者
と
な
っ

た
月
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
か
ら
病

院
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
医
療
給
付
の
費

用
も
増
え
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
保
険

税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
医

療
費
の
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
医
療
費
節
減
の
ポ
イ
ン
ト

・
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
適
度
な
運
動
・

栄
養
・
休
養
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
り

ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
、
病

気
の
早
期
発
見
や
治
療
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

・
休
日
・
時
間
外
診
療
は
緊
急
時
な
ど

を
除
き
、な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●パートやアルバイトなどをしていて、職場の健康保険などに加入していない人
●3カ月を超えて日本に滞在することを認められた外国籍の人　※医療滞在ビザで入国した人などは除く

お店などを経営する
自営業の人

農業や漁業などを
営んでいる人

退職などで職場の
健康保険をやめた人

私たちの健康を支える
国 民 健 康 保 険 制 度

知ってください 国保のこと
国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに、誰もが安心して治療を受けられるよう、みんなで
お金を出し合い、支えあう保険制度です。国保の健全な運営のために、医療費の節減に協力ください。

◎問い合わせ　保険年金課　☎ 23－ 2127

●
国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

※
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
国
保
加
入

は
不
要

●
国
保
を
脱
退
す
る
と
き

・
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き

国保に加入する皆さん
国保にはこのような人が加入します
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各
種
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

【
国
民
健
康
保
険
】　

次
の
認
定
証
の
更
新
手
続
き
を
８
月

１
日
㈮
か
ら
、
保
険
年
金
課
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
（
70
歳
未
満
で
慢

性
腎
不
全
の
人
）は
手
続
き
不
要
で
す
。

７
月
末
日
ま
で
に
新
し
い
受
療
証
を
送

付
し
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証

同
一
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
（
擬
制
世
帯
主
含
む
）
全
員
の
平
成

26
年
度
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
国
民

健
康
保
険
加
入
者

②
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

①
以
外
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
70
歳
未
満
）

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
所
持

す
る
認
定
証
、
世
帯
主
の
印
鑑
（
ス
タ

ン
プ
式
を
除
く
）

※
代
理
の
人
で
も
手
続
き
は
可
能
で
す

が
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
を
証

明
す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
後
期
高
齢
者
医
療
】　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
、
現
在
持
っ

て
い
る
人
で
対
象
と
な
る
人
に
は
、
７

月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

保険証が届いたら、住所、氏名、生年月日を確認してくださ
い。 8月 1日以降に病院などで受診するときは、新しい保険証
を必ず持参してください。
不要となった保険証は、処分するか、保険年金課または各総

合支所、各地区市民センターの窓口に返却してください。
※75歳以上の人や、障がいのある65 ～ 74歳の人の後期高齢者
医療被保険者証については、負担割合が変更になった人のみ
送付します

新しい保険証を7月下旬に発送します

新しい保険証の有効期限
国民健康保険被保険者証（兼高齢受給者証）の有効期限は、原則、平成27年 7 月31日までの 1年間。
後期高齢者医療被保険者証は平成28年 7 月31日までです。
ただし、次の人は、有効期限が異なりますので、注意してください。

●69歳の人 → 70歳の誕生月の末日（ 1日生まれの人は誕生日の前日まで）
●74歳の人 → 75歳の誕生日の前日
●退職被保険者で64歳の人 → 65歳の誕生月の末日（ 1日生まれの人は誕生日の前日まで）
※保険税の未納がある人は、有効期限が短い保険証（短期証）となる場合があります

医療費の負担割合と発行される保険証

国民健康保険被保険者証

記号番号

氏　　名

生年月日

資格取得年月日

交付年月日

住　　所

世帯主氏名

保険者番号

○○○○○○○○
都城　太郎
昭和□□年□□月□□日
平成□□年□□月□□日
平成 26 年 8 月 1 日

都城市○○○町○○○○番地○○

都城　太郎
　　4 5 0 0 2 3

有効期限　平成 2 7年　7月3 1日

性別　男

保険者名　都城市

※前年の収入額が一定基準以下のときは、申請することで、負担割合が 1割（昭和19年 4 月 1 日
までに生まれた人）または 2割（昭和19年 4 月 2 日以降に生まれた人）に変更になります。　
対象者には、申請書を送付しますので、 7月中に手続きをお願いします

2割 3割

小学校入学前

国民健康保険被保険者証

小学校入学後70歳未満

【70歳以上75歳未満】
国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証
①現役並み所得者（※）3 割
②それ以外の人
　昭和19年4月1日までに生まれた人　 1 割
　昭和19年4月2日以降に生まれた人　2 割

【75歳以上】
後期高齢者医療被保険者証
①現役並み所得者（※）3 割　②現役並み所得者以外 1 割


